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総合計画の進捗管理について

平成３０年 ４月 総合計画 後期まちづくり基本計画 始動

■ 分野別計画との連携強化手法

■ 市民意見の取り入れ方

■ 総合計画審議会の進捗管理への関わり方

計画は「つくる」だけでなく、「つかう」ことが重要

総合計画の進捗管理の強化に向けて検討

２



これまでの検討経過

総合計画の進捗管理の強化に向けて、

などについて、専門部会を設置して具
体的に検討を進めることとした

総会
（H30.８月）

総合計画審議会の関わり方

分野別計画との連携強化手法

市民意見の取り入れ方

専門部会
（11月・３月）

意見・助言

総会
（今回）

総合計画審議会の関わり方

今回確認

市において継続検討

３
時代認識と尼崎市の現状確認

本市を取り巻く
状況調査の必要性

市において検討

・詳細は次ページ・詳細は次ページ

次回専門部会にたたき台を提示

毎年度報告

・市のPDCAサイクル
（施策評価～主要事業）
・市のPDCAサイクル
（施策評価～主要事業）

・施策間連携ツールの作成・施策間連携ツールの作成



総合計画審議会の進捗管理への関わり方

全体を俯瞰する大きな視点

市議会、行政との役割分担を明確にするなかで、審議会としては、施策評価から主要事業の立案まで
という市のPDCAサイクルが機能しているかの大きな視点での関与

視点

進捗管理の期間

毎年度、市が報告するPDCAサイクルを把握し、２年の委員任期における情報の積み重ね
により進捗管理。現任期（～2020.8月）は計画の進捗管理を中心に、次期任期は計画策定が中心となる。

意見の反映等

市は「施策評価」を実施し、市議会は予算、決算を審査するというスキームがあることを前提に、
審議会としては所掌事項である次期「計画策定」への反映に向けた「留意事項」と
して取りまとめていく。

単年度ではなく、現任期中が期間

次期計画策定に向けた留意事項として取りまとめる

４



現任期中のロードマップ
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㋐
（施策評価～主要事業・予算編成）
の報告

㋑
分野別計画間の連携強化の仕組み
　　　　　　　　　　　（施策間連携ツール）

（付属機関の連携強化・意見交換会）

㋒ 時代認識と尼崎市の現状確認

㋓
計画の進捗管理における協働の仕組
（総合計画への市民意見の取り入れ方）

㋔ 柔軟な審議会運営

継続検討項目

市が実施するPDCAサイクルの報告

31年度 32年度30年度

項目・視点の確認

手法・内容の確認 市民の意見を取り入れた
「ありたいまちの方向性」点検の実施等

次
期
計
画
策
定
に
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留
意
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項
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め

報告

確認

継続検討

報告

確認

報告

アンケート等調査の実施・分析

連携手法

の検討

確認

次
期
計
画
策
定
へ

計画策定に向けた

審議会構成の検討

必要に応じ部会等を開催

報告

確認

報告

確認

報告

確認

次期任期

報告

意見交換会


